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款 2 項 1 目 5

自 至

44,036 9,680 53,716事業費

ページ番号

背景と目的

予算費目 総務費 総務管理費 財産管理費

　自治体DXの進展等を踏まえ、今後の行政オフィスにおける新たな働き方の実現
のため、本庁舎２階のエリアの一部において「フリーアドレス制」を試験的に導
入し、部を越えた横の連携の促進による情報・アイデアの共有や職員間のコミュ
ニケーションの活性化を図るとともに、新しいワークスタイルを通じて職場の生
産性向上と業務の効率化を目指す。

事
業
の
目
的

既決予算（千円）

事
業
の
内
容

事業概要ま
たは補正の

内容

本庁舎２階のエリアの一部において、「フリーアドレス制」を試験的に導入
(最大27人利用可能)

経営企画部　経営政策・国家戦略特区課、デジタルファースト課、
市民生活部　やぶぐらし・地方創生課、人権・協働課

(歳出)
備品購入費　9,680千円（テーブル、カウンター、椅子、収納庫、ディスプレイ等）

補正予算(千円） 予算総額（千円）

実施計画書（補正予算）

単位事業名事業名 庁舎管理費

年度令和 5 年度 令和〜 5

財
源
内
訳

一般財源

そ の 他

国支出金

県支出金 0 0

943 0

43,093 9,680

0 0

52,773

0

0

943

実施主体

市職員、市役所本庁舎

会計区分 コード 一般会計 当初補正区分 補正予算

根拠法令等

事業実施期間

養父市 担当課 経営総務課

対象（誰を・何を）
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款 2 項 1 目 6

自 至

0

222

実施主体

養父市内観光者

会計区分 コード 一般会計 当初補正区分 補正予算

根拠法令等

事業実施期間

養父市 担当課 土地利用未来課

対象（誰を・何を）

財
源
内
訳

一般財源

そ の 他

国支出金

県支出金 0 0

222 0

165,552 0

1,000 2,500

165,552

3,500

年度令和 5 年度 令和〜 5

実施計画書（補正予算）

単位事業名 公共交通利用促進事業事業名 交通政策事業費

事
業
の
目
的

既決予算（千円）

事
業
の
内
容

事業概要ま
たは補正の

内容

　JR特急または全但高速バスの利用者のうち、JR八鹿駅に到着する便の利用者に対し、オ
リジナルロケ弁当と養父市を代表する観光地を巡る観光周遊機会を提供する。
　期間は兵庫デスティネーションキャンペーンが実施される７月～９月に合わせ、７月を
周知期間、８月～10月を事業実施期間とする。
　※事前予約を受けて事業実施（50日間想定）

オリジナルロケ弁当、定額観光タクシー等による観光周遊、PRチラシ制作
（内訳）
・ロケ弁当
　　20個/日×50日（期間92日間のうち）×1,100円＝1,100千円
・定額タクシー及び小型バス（参加者多数の場合）運行
　　５台（２時間/日）×50日間（期間92日間のうち）×５千円＝1,250千円
・PRチラシ印刷費・消耗品費　150千円

【歳入】新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付金　2,500千円

補正予算(千円） 予算総額（千円）

事業費

ページ番号

背景と目的

予算費目 総務費 総務管理費 企画費

　一昨年秋に市内で行われた映画ロケの際に市内飲食店の協力を得て提供したロ
ケ弁は、キャストやスタッフに大変な好評を博した。
 この度、JR主催による兵庫デスティネーションキャンペーンが、７月から９月に
かけて開催されるに際し、JR特急等で養父市を来訪されるお客様に対し、養父市
を代表する観光地を巡る観光周遊機会を提供するとともに、好評を博したロケ弁
を食していただくことで当市の観光や食文化の魅力を知っていただく。
 これによりキャンペーン中の公共交通機関の利用促進を図ることはもとより、
キャンペーン以降のリピーター獲得を目指し、JR等利用者の増加による市内経済
振興を目指す。

166,774 2,500 169,274
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款 2 項 1 目 8

自 至

0

289,276

実施主体

市民

会計区分 コード 一般会計 当初補正区分 補正予算

根拠法令等

事業実施期間

養父市 担当課 関宮地域局

対象（誰を・何を）

財
源
内
訳

一般財源

そ の 他

国支出金

県支出金 0 0

289,276 0

0 10,000

0 0

10,000

0

年度令和 5 年度 令和 5〜

実施計画書（補正予算）

単位事業名事業名 関宮地域局周辺整備事業費

事
業
の
目
的

既決予算（千円）

事
業
の
内
容

事業概要ま
たは補正の

内容

　養父市では、関宮小さな拠点整備にあたり、まちづくり計画で定めた誰一人取り残され
ない社会を創る“居空間”を実現するため、地域や周囲の人たちが互いに協力して助け合
うことを基本とした地域共生社会を目指し事業を進めている。事業の推進には住民が主体
となった地域づくりの構築が必須であり、（仮称）関宮小さな拠点推進地域住民会議が立
ち上がった。
　住民会議は、新たに建設予定の（仮称）関宮公民館別館を中心とした拠点整備エリアの
検討、その周辺における住民主体の多様な市民活動による関宮地域の活性化及び将来的に
本拠点の運営を展開してくことを目的としている。
　一方、但馬地域の医療・福祉継続のため、包摂社会の実現を目指すNPO法人但馬を結んで
育つ会は、以前から市と協働して関宮小さな拠点整備事業を展開しており、連携協定を結
んだところである。
　この度、住民会議の立ち上げ・運営支援や地域交通・移動のあり方に関する理想の体験
構築など、同NPO法人の様々な後方支援の取組に対し、経費の一部を補助金として交付する
ものである。

補正予算(千円） 予算総額（千円）

事業費

ページ番号

背景と目的

予算費目 総務費 総務管理費 地域振興費

　地域の主要施設が集中する関宮地域局周辺一帯を「関宮小さな拠点」と位置づ
け、医療・福祉・子育て・交流等、市民生活及び活動の核となる拠点を整備し、
「養父市まちづくり計画」の実践として新たな賑わいを創出する。そのコンセプ
トは社会的包摂の観点から、子どもからお年寄り、子育て世代、障がいのある方
などが混じり合いながら、地域間での人と社会のつながりを目指す。

289,276 10,000 299,276
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款 3 項 1 目 1

自 至

31,915 1,000 32,915事業費

ページ番号

背景と目的

予算費目 民生費 社会福祉費 社会福祉総務費

食料品等の高騰による生活困窮世帯への影響と、他方でフードロスが問題視され
ている中、その対策の一つとしてフードバンク（フードドライブ）を推進するた
め

事
業
の
目
的

既決予算（千円）

事
業
の
内
容

事業概要ま
たは補正の

内容

養父市社会福祉協議会が取り組んでいるフードバンク事業の推進と拡充のため、業務用の
冷凍冷蔵庫を購入し、安定的な事業運営の支援を行う

（内訳）
業務用冷凍冷蔵庫（986L）　700千円
冷蔵庫付属備品　　　　　　100千円
換気扇設置（２か所）　　　200千円

【歳入】新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付金　1,000千円

補正予算(千円） 予算総額（千円）

実施計画書（補正予算）

単位事業名
養父市社会福祉協議会フードバ
ンク支援事業

事業名 社会福祉協議会費

年度令和 5 年度 令和〜 5

財
源
内
訳

一般財源

そ の 他

国支出金

県支出金 0 0

25,000 0

6,915 0

0 1,000

6,915

1,000

0

25,000

実施主体

養父市社会福祉協議会

会計区分 コード 一般会計 当初補正区分 補正予算

根拠法令等 養父市要綱（）

事業実施期間

養父市 担当課 社会福祉課

対象（誰を・何を）
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款 3 項 1 目 3

自 至

8,556 9,693 18,249事業費

ページ番号

背景と目的

予算費目 民生費 社会福祉費 老人福祉費

原油価格・物価高騰の影響から、介護保険サービス・障害福祉（児童）サービス
の提供にかかる光熱費等が上昇し、事業所の運営が厳しい状況にある。緊急的な
支援として、入所・通所及び訪問系のサービス事業者に対して一定の補助を行
い、市民の安定的なサービス提供を確保していく。

事
業
の
目
的

既決予算（千円）

事
業
の
内
容

事業概要ま
たは補正の

内容

市内の入所・通所及び訪問系の介護保険サービス・障害福祉（児童）サービス事業者に対
して、物価高騰対策としての補助を行い、安定的なサービス提供を継続していく。

市内入所系サービス（12事業所）
＠9,000×利用定員数563名＝5,067千円

市内通所系サービス（23事業所）
＠6,000×利用定員数645名＝3,870千円

市内訪問系サービス（17事業所）
基準30,000円+6名以上の職員数×＠6,000
（30,000円×17事業者）+（41名×@6,000）＝756千円

【歳入】新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付金　9,693千円

補正予算(千円） 予算総額（千円）

実施計画書（補正予算）

単位事業名 社会福祉施設原油価格等高騰対策給付金事業名 老人福祉一般事務費

年度令和 5 年度 令和 5〜

財
源
内
訳

一般財源

そ の 他

国支出金

県支出金 1,134 0

0 0

7,422 0

0 9,693

7,422

9,693

1,134

0

実施主体

市内の社会福祉施設への原油価格等の物価高騰に対応した支援

会計区分 コード 一般会計 当初補正区分 補正予算

根拠法令等 養父市要綱（社会福祉施設原油価格等高騰対策給付金事業）

事業実施期間

養父市 担当課 介護保険課

対象（誰を・何を）
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1

款 4 項 1 目 2

自 至

0

0

実施主体

市内医療機関等

会計区分 コード 一般会計 当初補正区分 補正予算

根拠法令等

事業実施期間

養父市 担当課 健康医療課

対象（誰を・何を）

財
源
内
訳

一般財源

そ　の　他

国支出金

県支出金 0 0

0 0

2,393 0

0 7,000

2,393

7,000

年度令和 5 年度 令和 5〜

実施計画書（補正予算）

単位事業名 医療機関等原油価格等高騰対策給付金事業名 地域医療推進事業費

事
業
の
目
的

既決予算（千円）

事
業
の
内
容

事業概要ま
たは補正の

内容

市内医療機関等への原油価格・物価高騰等に対する支援（給付金）として、下記のとおり
補正する。

No. 対象施設 　　　　　対象施設数　 給付金額(1施設あたり）　    　計
①  病院・診療所 　　　  　13 　　　　  200千円　　　 　　　　2,600千円
②  歯科診療所       　     7           150千円       　　　　1,050千円
③  薬局             　    14           150千円       　　　　2,100千円
④  施術所           　     3           150千円         　　　　450千円
 （受領委任・償還払対応）
⑤  施術所           　     3           100千円         　　　　300千円
 （④以外の施術所）
⑥  訪問看護ステーション    1           100千円         　　　　100千円
⑦  歯科技工所              4           100千円         　　　　400千円
   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補正予算（合計） 7,000千円

【歳入】新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付金　7,000千円

補正予算(千円） 予算総額（千円）

事業費

ページ番号

背景と目的

予算費目 衛生費 保健衛生費 保健事業費

今般の社会情勢により、原油価格・物価等が高騰している。
ついては、原油価格・物価高騰等の影響を受けている医療機関等の負担を軽減
し、安定的な医療サービスの提供を継続できるよう支援する。

2,393 7,000 9,393

6



1

款 4 項 1 目 4

自 至

11,666

66

実施主体

令和５年度内において妊娠の届出をした方

会計区分 コード 一般会計 当初補正区分 補正予算

根拠法令等 養父市条例（令和５年度物価高騰影響緩和妊婦支援給付金要綱）

事業実施期間

養父市 担当課 子育て応援課

対象（誰を・何を）

財
源
内
訳

一般財源

そ の 他

国支出金

県支出金 11,666 0

66 0

29,998 0

3,581 2,500

29,998

6,081

年度令和 5 年度 令和〜 5

実施計画書（補正予算）

単位事業名 妊婦等支援臨時給付金事業名 母子保健事業費

事
業
の
目
的

既決予算（千円）

事
業
の
内
容

事業概要ま
たは補正の

内容

　令和５年４月１日から令和６年３月31日までの間に妊娠の届出をした方で、申請時点に
おいて本市に住民登録がある方に対し、対象者一人につき20,000円を給付する。
　
　＠20千円×想定申請件数125名＝2,500千円

【歳出】
　扶助費　2,500千円

【歳入】
　国庫支出金：新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付金　2,500千円

補正予算(千円） 予算総額（千円）

事業費

ページ番号

背景と目的

予算費目 衛生費 保健衛生費 母子保健指導費

エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けている妊婦に対して給付金を
交付し、妊娠出産に係る経費の負担軽減を図り、安心して出産・子育てができる
よう支援する。

45,311 2,500 47,811
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1

款 4 項 1 目 6

自 至

19,355 55,600 74,955事業費

ページ番号

背景と目的

予算費目 衛生費 保健衛生費 環境衛生費

省エネ性能の高い家電への買換えを促進することで、家庭におけるエネルギー費
用負担の軽減を目指し、エネルギー等物価高騰の影響を受けている市民生活を支
援する。あわせて地球温暖化対策の推進を図る。

事
業
の
目
的

既決予算（千円）

事
業
の
内
容

事業概要ま
たは補正の

内容

・対象者
　　養父市民で自ら居住する住宅に対象家電を買換えて設置する者
・対象家電
　①冷蔵庫、②LED照明器具、③テレビ、④エアコン、⑤電気温水器、⑥ガス・石油温水器
　　※一定の省エネ基準を達成しているもので、市内の店舗で購入したもの
・事業費
　　省エネ家電買換促進事業補助金　54,000千円
　　事務補助員報酬等事務費　　　 　1,600千円
・補助金額
　　購入金額（合計額）　　 補助金額
　150千円以上　　　　　     50千円
　120千円以上150千円未満    40千円
 　90千円以上120千円未満    30千円
 　60千円以上 90千円未満　　20千円
 　30千円以上 60千円未満　　10千円

【歳入】新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付金　55,324千円

補正予算(千円） 予算総額（千円）

実施計画書（補正予算）

単位事業名 省エネ家電買換促進事業事業名 環境衛生一般事務費

年度令和 5 年度 令和〜 5

財
源
内
訳

一般財源

そ の 他

国支出金

県支出金 14 0

7,535 0

11,806 276

0 55,324

12,082

55,324

14

7,535

実施主体

市民

会計区分 コード 一般会計 当初補正区分 補正予算

根拠法令等 養父市要綱（省エネ家電買換促進事業補助金交付要綱（仮））

事業実施期間

養父市 担当課 環境推進課

対象（誰を・何を）
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款 6 項 1 目 3

自 至

2,272

518

実施主体

担い手農業者（認定農業者・集落営農組合等）

会計区分 コード 一般会計 当初補正区分 補正予算

根拠法令等
農業経営基盤強化促進法
養父市中山間集落協定組織による集落営農推進事業補助金交付要綱

事業実施期間

養父市 担当課 農林振興課

対象（誰を・何を）

財
源
内
訳

一般財源

そ の 他

国支出金

県支出金 1 2,271

0 518

897 0

0 0

897

0

年度令和 5 年度 令和〜 5

実施計画書（補正予算）

単位事業名事業名 担い手総合支援事業費

事
業
の
目
的

既決予算（千円）

事
業
の
内
容

事業概要ま
たは補正の

内容

◆農地利用効率化等支援交付金
　地域が目指すべき将来の集約化に重点を置いた農地利用の姿の実現に向けて、経営改善
に取り組むため、必要な農業用機械等の導入に要する経費の3/10を補助する。
【補正要求額】
　（歳入）県支出金　2,271千円
　（歳出）農地利用効率化等支援交付金　2,271千円

◆農林業振興補助金等返還金
　農事組合法人アグリ畑ケ中が令和５年４月解散となり補助金返還事由に該当するため。
【補正要求額】　518千円　兵庫県への返還金
　（歳入）775千円　法人からの受入　うち257千円は市への返還金（事業充当なし）
　（歳出）518千円

補正予算(千円） 予算総額（千円）

事業費

ページ番号

背景と目的

予算費目 農林水産業費 農業費 農業振興費

過疎化と高齢化の進展により農業・農村の担い手不足は深刻な状況である。本市
には、多様な担い手が求められており、各担い手がそれぞれの立場で役割と能力
発揮することで農業・農村の維持活性化と農業振興を図る。

898 2,789 3,687

9



1

款 6 項 1 目 4

自 至

5,438 11,800 17,238事業費

ページ番号

背景と目的

予算費目 農林水産業費 農業費 畜産業費

畜産飼料等の価格高騰が続いており、とりわけ高騰分を乳価に反映しづらい酪農
家の経営に著しい影響を与えている。市内において酪農を今後も継続できるよう
緊急支援対策を講じ、経営の安定化を図ることを目的とする。

事
業
の
目
的

既決予算（千円）

事
業
の
内
容

事業概要ま
たは補正の

内容

◆ 酪農経営継続支援補助金

【支援内容】　令和５年に畜産（酪農）業を営む農業者に対し、経営継続を支援するた
　　　　　　め、乳牛１頭あたり50,000円の補助金を交付する。

【対 象 者】　市内の畜産（酪農）農家　４戸

【補正要求額】　11,800千円
　　（歳入）新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付金 11,800千円
　　（歳出）酪農経営継続支援補助金 11,800千円

補正予算(千円） 予算総額（千円）

実施計画書（補正予算）

単位事業名事業名 畜産振興対策事業費

年度令和 5 年度 令和〜 5

財
源
内
訳

一般財源

そ の 他

国支出金

県支出金 0 0

4,127 0

1,311 0

0 11,800

1,311

11,800

0

4,127

実施主体

養父市内の畜産（酪農）農家

会計区分 コード 一般会計 当初補正区分 補正予算

根拠法令等

事業実施期間

養父市 担当課 農林振興課

対象（誰を・何を）

10



1

款 7 項 1 目 2

自 至

1,001 30,000 31,001事業費

ページ番号

背景と目的

予算費目 商工費 商工費 商工振興費

企業誘致物件として貸付を行っている旧浅野小学校屋根が老朽化により漏水の恐
れがあることから修繕工事を行うもの。このことにより引き続きの利用ができる
ようにする。

事
業
の
目
的

既決予算（千円）

事
業
の
内
容

事業概要ま
たは補正の

内容

廃校を利用した企業誘致案件として、現在、賃貸借している旧浅野小学校について、校舎
屋上屋根等が老朽化により漏水等の恐れがあることから屋根修繕工事を行うもの。
工事費等の本事業に係る費用については、株式会社ハシマからの寄付により実施する。

（歳入)
　〇寄付金　30,000千円

（歳出)
　〇設計・監理委託料　3,300千円
　〇工事請負費　　　　26,700千円

補正予算(千円） 予算総額（千円）

実施計画書（補正予算）

単位事業名事業名 商工振興施設管理費

年度令和 5 年度 令和〜 5

財
源
内
訳

一般財源

そ の 他

国支出金

県支出金 0 0

0 30,000

1,001 0

0 0

1,001

0

0

30,000

実施主体

旧浅野小学校

会計区分 コード 一般会計 当初補正区分 補正予算

根拠法令等

事業実施期間

養父市 担当課 商工観光課

対象（誰を・何を）
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1

款 7 項 2 目 2

自 至

0

3,500

実施主体

①スキー大会参加者及び関係者、②塩竈市イベント出展、③観光業振興事業

会計区分 コード 一般会計 当初補正区分 補正予算

根拠法令等

事業実施期間

養父市 担当課 商工観光課

対象（誰を・何を）

財
源
内
訳

一般財源

そ の 他

国支出金

県支出金 0 0

3,500 0

22,394 5,415

0 13,320

27,809

13,320

年度令和 5 年度 令和〜 5

実施計画書（補正予算）

単位事業名事業名 観光宣伝費

事
業
の
目
的

既決予算（千円）

事
業
の
内
容

事業概要ま
たは補正の

内容

①市内宿泊施設に宿泊するスキー・スノーボード大会参加者及び関係者１人１泊につき宿
泊費を補助
（歳入）　新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付金　13,320千円
（歳出）　事業運営委託料　13,320千円
　　　　　　内訳：宿泊費補助分（非課税）　４千円×3,000人＝12,000千円
　　　　　　　　　一般管理費　12,000千円×10％×消費税1.10＝1,320千円

②塩竈市への旅費及びイベント出展にかかる事業運営の委託料
（歳出）　普通旅費　415千円
　　　　　　内訳：交通費60千円＋日当３千円（１千円×３日）＋宿泊費20千円（10千円
　　　　　　　　　×２日）＝83千円×５人＝415千円
　　　　　事業運営委託料　700千円（食材、備品等含む）

③奥米地ほたるの里づくり協議会が観光振興のために実施する遊歩道コンクリート舗装及
び転落防止柵設置工事に対する補助
（歳出）　観光業振興事業補助金　8,600千円×1/2＝4,300千円

補正予算(千円） 予算総額（千円）

事業費

ページ番号

背景と目的

予算費目 商工費 観光費 観光振興費

①養父市内で実施するスキー・スノーボード大会にかかる参加者及び関係者の宿
泊費を補助することで、スキー・スノーボードの大会誘致を促進することに加
え、市内宿泊事業者を支援し、市内経済の巻き返しを図る。
②地域間交流事業として塩竃市、養父市が双方のイベントに出展することで、特
産品や観光のＰＲに加え、両市の連携強化を図る。
③市内事業者等が観光振興のために行う事業に対して支援する。

25,894 18,735 44,629
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1

款 7 項 2 目 3

自 至

73,950 3,079 77,029事業費

ページ番号

背景と目的

予算費目 商工費 観光費 観光施設費

養父市関宮農村交流ターミナルは、令和５年３月末を以って、指定管理者の指定
管理期間の終了に伴い、現在休館施設となっている。これまで上下水道料金や電
気料金等の施設の運営及び施設の点検に関する経費等は指定管理者が支払ってい
たが、当面の間、市が直営で管理するため必要経費分を補正予算にて確保するも
の。

事
業
の
目
的

既決予算（千円）

事
業
の
内
容

事業概要ま
たは補正の

内容

養父市関宮農村交流ターミナルにおける上下水道料金、電気料金及び下水汲取り料

（歳出）　水道料金　99千円
　　　　　電気料金　480千円×６か月＝2,880千円
　　　　　施設点検整備等手数料　100千円

補正予算(千円） 予算総額（千円）

実施計画書（補正予算）

単位事業名事業名 観光施設管理費

年度令和 5 年度 令和〜 5

財
源
内
訳

一般財源

そ の 他

国支出金

県支出金 0 0

24,373 0

49,577 3,079

0 0

52,656

0

0

24,373

実施主体

養父市関宮農村交流ターミナル

会計区分 コード 一般会計 当初補正区分 補正予算

根拠法令等

事業実施期間

養父市 担当課 商工観光課

対象（誰を・何を）
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1

款 7 項 2 目 3

自 至

29,000 12,440 41,440事業費

ページ番号

背景と目的

予算費目 商工費 観光費 観光施設費

今年度より、氷ノ山国際スキー場における修繕工事を指定管理料に含め、指定管
理者が発注することになったが、計画しているリフト整備費用が不足することに
加え、応急対応する事案が増えたことから予算を確保し、適切に工事を発注す
る。

事
業
の
目
的

既決予算（千円）

事
業
の
内
容

事業概要ま
たは補正の

内容

氷ノ山国際スキー場のリフト整備及び線路金物整備における工事費

（歳出）　指定管理料　12,440千円
　　　　　　内訳：リフト整備費　6,830千円
　　　　　　　　　線路金物整備費　5,610千円

補正予算(千円） 予算総額（千円）

実施計画書（補正予算）

単位事業名事業名 氷ノ山国際スキー場施設管理費

年度令和 5 年度 令和〜 5

財
源
内
訳

一般財源

そ の 他

国支出金

県支出金 0 0

0 0

29,000 12,440

0 0

41,440

0

0

0

実施主体

氷ノ山国際スキー場指定管理者（株式会社ＭＥリゾート但馬）

会計区分 コード 一般会計 当初補正区分 補正予算

根拠法令等

事業実施期間

養父市 担当課 商工観光課

対象（誰を・何を）
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1

款 8 項 2 目 3

自 〜 至

15,600 103,548 119,148事業費

ページ番号

背景と目的

予算費目 土木費 道路橋りょう費 道路橋りょう新設改良費

【市道朝倉高柳線道路改良事業】
市内西部地域から市街地までを結ぶ重要な路線である市道朝倉高柳線は、北近畿
豊岡自動車道八鹿氷ノ山インターチェンジから市街地を結ぶ国道9号の迂回路とし
て多くの車両が通行している。しかしながら、幅員が狭小で車両相互のすれ違い
が危険であり、安全確保が急務となっている。このため、歩行者及び車両の安全
かつ快適な通行と、広域交通ネットワークの強化を図ることを目的に本路線を整
備する。

事
業
の
目
的

既決予算（千円）

事
業
の
内
容

事業概要ま
たは補正の

内容

【市道朝倉高柳線道路改良事業】
 本事業にかかる用地交渉、施工方法等について、地元協議が整う見込みが立ったため補正
する。

〔歳入〕国支出金：社会資本整備総合交付金（50％）
　　　　　　　　　46,674千円（補助対象事業費93,348千円×50％）
        その他：地方債（過疎対策事業債）　34,500千円
　
〔歳出〕委託料　　　  4,200千円
　　　　工事請負費　 81,348千円
　　　　土地購入費　 15,000千円
　　　　物件補償費　  3,000千円

　　　　　歳出合計　103,548千円

補正予算(千円） 予算総額（千円）

実施計画書（補正予算）

単位事業名事業名 道路橋りょう整備事業費（補助）

年度令和 元 年度 令和 6

財
源
内
訳

一般財源

そ の 他

国支出金

県支出金 0 0

6,500 34,500

188 22,374

8,912 46,674

22,562

55,586

0

41,000

実施主体

市道の利用者

会計区分 コード 一般会計 当初補正区分 補正予算

根拠法令等

事業実施期間

養父市 担当課 建設課

対象（誰を・何を）
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1

款 10 項 2 目 2

自 至

3,745

2,000

実施主体

児童及び教職員

会計区分 コード 一般会計 当初補正区分 補正予算

根拠法令等 「教育基本法」「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」「学校教育法」「学習指導要領」

事業実施期間

養父市 担当課 こども学び課

対象（誰を・何を）

財
源
内
訳

一般財源

そ の 他

国支出金

県支出金 3,625 120

0 2,000

19,599 0

900 0

19,599

900

年度令和 5 年度 令和 5〜

実施計画書（補正予算）

単位事業名事業名 小学校教育振興事業費

事
業
の
目
的

既決予算（千円）

事
業
の
内
容

事業概要ま
たは補正の

内容

・個人からの寄付金を活用し、広谷小学校に図書及び備品を整える。
・国語科の授業改善に係る県の指定研修を八鹿小学校で実施する。

（歳入）
県支出金：「活用・表現力」の育成に向けて国語科の授業改善事業委託金（県）120千円
その他：元気な養父づくり応援基金繰入金　2,000千円

（歳出）
講師等謝金　　 80千円
費用弁償　　　 40千円
教材購入費　1,000千円
図書購入費　1,000千円

補正予算(千円） 予算総額（千円）

事業費

ページ番号

背景と目的

予算費目 教育費 小学校費 小学校教育振興費

　学校の設置者は学校の管理義務及び経費を負担する義務を負う。
　したがって、「学習指導要領」に規定される教育内容を推進するために必要な
予算措置を適切に行い、教育課程が円滑に行われるよう指導しなければならな
い。
　そこで、児童が学習するために必要な教材備品の整備を行うとともに、豊かな
心と確かな学力育成に向け、学校図書館の整備を行う。

24,124 2,120 26,244
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1

款 10 項 4 目 2

自 至

250

37,558

実施主体

市民に良質な文化芸術事業を提供する

会計区分 コード 一般会計 当初補正区分 補正予算

根拠法令等
文化芸術基本法

劇場・音楽堂等の活性化に関する法律　ほか

事業実施期間

養父市 担当課 まちづくり文化交流課

対象（誰を・何を）

財
源
内
訳

一般財源

そ の 他

国支出金

県支出金 250 0

34,058 3,500

250 0

0 0

250

0

年度令和 5 年度 令和 5〜

実施計画書（補正予算）

単位事業名 文化芸術創生事業事業名 文化会館・ホール運営事業費

事
業
の
目
的

既決予算（千円）

事
業
の
内
容

事業概要ま
たは補正の

内容

文化芸術の推進
　　助成金の採択を受け、申請内容にともなった事業の拡充をする。
　　また、財源の確保に伴い、市民により多くの鑑賞事業を提供する。

（歳入）
　・　自治総合センター　コミュニティ助成事業助成金　　　　　　1,500千円
　・　全国公立文化施設協会助成金　公文協アートキャラバン事業　2,000千円
（歳出）
　・　野外アート展の内容充実（特別展の追加など）　　　　　　　　450千円
　・　吉本新喜劇の充実（漫才の追加など）　　　　　　　　　　　1,000千円
　・　映画まつりの実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,050千円

補正予算(千円） 予算総額（千円）

事業費

ページ番号

背景と目的

予算費目 教育費 社会教育費 文化会館・ホール運営費

「YBファブ」を中核施設とした文化芸術を推進するため、音楽や演劇など多種多
様な鑑賞事業を実施することで、市民の要求に応え心豊かなまちづくりに寄与す
るもの

34,558 3,500 38,058
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1

款 10 項 4 目 6

自 至

12,684 5,897 18,581事業費

ページ番号

背景と目的

予算費目 教育費 社会教育費 文化財保護費

養父市大屋町蔵垣出身で、日本の養蚕と製糸業の発展に大きく貢献した上垣守国
の足跡をマンガ化し、子どもから高齢者まで多くの市民に分かりやすく伝えるこ
とで、養父市出身の偉人を顕彰し、郷土愛を醸成することを目的に事業を実施す
る。

事
業
の
目
的

既決予算（千円）

事
業
の
内
容

事業概要ま
たは補正の

内容

【歳入】
・Ｂ＆Ｇ財団　ふるさとゆかりの偉人マンガの製作と活用事業助成金　3,000千円

【歳出】
・謝金　偉人マンガ製作活用検討委員会謝金　@6,000円×8人×4回＝　　192千円
・費用弁償　　　　　　　　委員会費用弁償　@900円×8人×4回＝　 　　29千円
・作成業務委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,676千円
　（内訳）マンガ執筆料　@30,000円×120P＝3,600千円
　　　　　デジタルデータ製作料　　　　　　 300千円
　　　　　印刷製本費　　@420円×3,000部＝1,260千円
　　　　　消費税　　　　　　　　　　　　　 516千円

補正予算(千円） 予算総額（千円）

実施計画書（補正予算）

単位事業名 ふるさとゆかりの偉人マンガの製作と活用事業事業名 文化財保護事務費

年度令和 5 年度 令和〜 5

財
源
内
訳

一般財源

そ の 他

国支出金

県支出金 0 0

130 3,000

12,554 2,897

0 0

15,451

0

0

3,130

実施主体

上垣守国、市民

会計区分 コード 一般会計 当初補正区分 補正予算

根拠法令等

事業実施期間

養父市 担当課 歴史文化財課

対象（誰を・何を）
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1

款 10 項 4 目 7

自 至

60,390 3,386 63,776事業費

ページ番号

背景と目的

予算費目 教育費 社会教育費 施設管理費

上垣守国記念館及び大屋かいこの里については、かいこの里の会が指定管理者と
して管理を行っている。当該施設は食堂を中心とした交流施設として運営してき
たが、養父市における養蚕に関する歴史と情報を総合的に展示し学習できる施設
としてリニューアルすることに伴い、施設の適切な管理運営のため必要となる指
定管理料を増額するとともに展示に必要な備品を市で整備するもの。

事
業
の
目
的

既決予算（千円）

事
業
の
内
容

事業概要ま
たは補正の

内容

【補正内容】
指定管理料　1,456千円、機械・器具等購入費　1,930千円　合計3,386千円

【内訳】
・指定管理料
　　人件費
　　　960円×6h×154日（７月～12月・翌３月・週５日勤務）＝887,040円
　　　960円×6h×31日（７月　展示・学習施設準備要員１名）＝178,560円
　　事務費（展示パネル、ポスター、パンフレット等の作成費）
　　　390,000円
　　　（人件費＋事務費＝1,455,600円）

・機械・器具等購入費
　　展示用パネル、棚、ショーケース、PC＋モニター等備品購入費　1,930,000円

補正予算(千円） 予算総額（千円）

実施計画書（補正予算）

単位事業名事業名 記念館管理費

年度令和 5 年度 令和〜 5

財
源
内
訳

一般財源

そ の 他

国支出金

県支出金 0 0

55,010 0

5,380 3,386

0 0

8,766

0

0

55,010

実施主体

上垣守国記念館及び大屋かいこの里の指定管理者

会計区分 コード 一般会計 当初補正区分 補正予算

根拠法令等 養父市公の施設における指定管理者の指定の手続等に関する条例,養父市大屋かいこの里設置及び管理条例

事業実施期間

養父市 担当課 歴史文化財課

対象（誰を・何を）
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1

款 10 項 5 目 3

自 至

183,605 2,637 186,242事業費

ページ番号

背景と目的

予算費目 教育費 保健体育費 学校給食施設費

  小学校８校、中学校３校、義務教育学校１校の児童生徒及び職員等に給食を提
供する。運営規則に基づき、小学校には年間185日、中学校には年間180日提供す
る。

事
業
の
目
的

既決予算（千円）

事
業
の
内
容

事業概要ま
たは補正の

内容

　乳牛メーカーが酪農家から買い取る価格が、飼料価格高騰などの生産費の増加を受け
て、全国的に１㎏10円ほど値上がりしている。
　兵庫県学校給食用牛乳供給事業では、供給価格と供給業者を入札により行っている。兵
庫県農林水産部畜産課からの令和５年度の学校給食用牛乳の価格が67円（税込）に決定さ
れた。前年度から８円の値上がりとなったことにより給食材料費が不足するため増額す
る。

　給食材料費　@8×320,010食（年間）＝2,561千円

（歳入）新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付金　2,561千円

会計年度任用職員の職員共済組合負担金が負担金率変更による増額

　職員共済組合負担金　76千円

補正予算(千円） 予算総額（千円）

実施計画書（補正予算）

単位事業名事業名 学校給食管理運営事業費

年度令和 5 年度 令和〜 5

財
源
内
訳

一般財源

そ の 他

国支出金

県支出金 0 0

56,300 0

127,305 76

0 2,561

127,381

2,561

0

56,300

実施主体

小学校、中学校、義務教育学校の児童生徒及び保護者、教職員等

会計区分 コード 一般会計 当初補正区分 補正予算

根拠法令等 学校給食法、養父市立学校給食センター管理運営規則等

事業実施期間

養父市 担当課 学校給食センター

対象（誰を・何を）
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